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はじめに 

円柱型の永久磁石を用いたローラー型永久磁石

式磁場源は，磁場の発生には電源が不要で，永久磁

石を回転させることにより任意強度の磁場を得る

ことができる 1,2)．本講演ではこの永久磁石式磁場源

を用いて，磁場の強度のみならず方向も任意に制御

可能であることを示す． 

構造と計算方法 

径方向に着磁した 4本の円柱型ネオジム磁石を正

方形に配置したローラー型磁場源を考える．磁場の

強度を変化させるには，いくつかの磁石回転パターンが

考えられるが 3)，その中で対称性の高い 2つのパターン

を Fig. 1に示す．磁場の方向を変化させるには，4つの

磁石を同じ角度だけ回転させる．その回転角度を ϕと定

義し，Fig. 1の ϕをゼロとする．さらに磁場の強度を決

定する磁石の相対角度も Table 1のような定義を用いる

と，一つのパラメータ で表現できる． , ϕによる中心位置

の磁場の強度と方向の変化を 2 次元有限要素法により求め

た．磁石の直径は 20 mm，磁石中心間の距離は 60 mm，磁石

の磁束密度は 1.29 Tとした． 

計算結果 

磁束密度の大きさはどちらのパターンにおいても によっ

て単調に変化したが，パターン１では ϕ 依存性が見られた．

磁束密度の方向は Fig. 2 に示すように，パターン 1 では特定

の ϕ において 依存性があり実用に適さない．一方，パター

ン 2においては磁束密度の方向は ϕ に一致しており， 依存

性もない．（ = 0 では磁束密度の大きさがゼロに近いので，

方向は定まらない） 

以上のように，パターン 2 を用いると，磁場の大きさと方

向を任意に制御できることが示された．講演では実証実験の

結果も示す予定である． 
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Table 1  Angles of magnets 

Pattern M1 M2 M3 M4 

1 −  − ϕ  − ϕ −  − ϕ  − ϕ 

2 180° +  − ϕ  − ϕ −  − ϕ 180° −  − ϕ 
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(a) Pattern 1

Fig. 2  Direction of magnetic flux density as a function of 

magnet angle . 

Fig. 1  Rotation patterns of magnets 
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